
伯
州
大
山
寺
蔵
厨
子
銘
板
の
科
学
分
析
に
よ
る
製
作
技
法
の
研
究

西

山

要

一

は
じ
め

に

厨
子

・
銘
板
研
究
小
史

伯
善
国
大
山
寺

(鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
大
字
大
山
所
在
)
に
伝
わ
る
鉄
製
厨

子
は
、
承
安
二
年

(
=

七
二
)
の
紀
年
の
あ
る
こ
と
、
そ
の
奉
納
由
来

の
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
著
名
で
あ
る
。
天
文
二
三
年

(
一
五
五
四
)、寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)、昭
和

=
二
年

(
一
九
三
八
)
の
三
度
に
わ
た
る
火
災
に
遇

っ
て
、

特
に
寛
政
の
罹
災
で
は
厨
子
と
地
蔵
菩
薩
像
の
損
壊
、
銘
板

一
枚
の
焼
失
が
あ

っ

て
損
傷
著
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
仰
対
象
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
続
け
、

歴
史
的
価
値
は
減
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

本
厨
子
に
関
す
る
最
も
早
い
調
査
研
究
報
告
と
し
て
は
、
沼
田
頼
輔
氏
の

一
九

(1

)
(
2
)

〇
三
年
の
二
報
告
が
あ
る
。
氏
は
、
寛
政
の
火
災
で
焼
失
を
免
れ
た
三
枚
の
銘
板

に

つ
い
て
、
多
く
の
文
字
が
剥
落
し
て
読
み
難
い
と
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
全
銘
文

を
読
み
取
り
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
厨

子
奉
納
者
で
あ
る
紀
成
盛
は
大
納
言
紀
長

谷
雄

の
後
商
で
あ

っ
て
、
紀
致
頼
が
伯
書
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
下
向
、
以
来
、
伯
書

国
会
見
郡
東
部
を
領
有
す
る
豪
族
と
な
り
成
盛
に
至
っ
た
こ
と
、
厨
子
を
安
置
す

る
宝
殿
の
検
校
を
任
め
た
南
光
院
の
基
好
は
応
保
年
間

(
=

六

一
～

=

六
三
)

に
天
台
密
教
の
奥
義
を
極
め
、
天
台
座
主
慈
鎮
や
臨
済
宗
開
祖
栄
西
の
師
で
あ

っ

た
こ
と
、
大
山
寺
阿
弥
陀
堂
の
西
に

「基
好
上
人
」
の
銘
を
刻
ん
だ
五
輪
塔
の
現

存
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

竹
内
理
三
編

『
平
安
遺
文

・
金
石
篇
』
(
一
九
六
五
年
)
に
は
原
拓
に
よ
る
と
し

て
銘
板
四
枚
全
て
の
銘
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
火
災
以
前
に
採
拓
し

た
拓
影
が
あ

っ
た
も

の
か
、
誤
字
が

一
字
あ
る
の
み
で
、
現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ

た
中
で
は
最
も
正
確
な
銘
文
内
容
で
あ
る
。
他
に
奈
良
国
立
博
物
館

『国
宝
重
要

文
化
財

佛
教
美
術

中
国

一
』
(
一
九
七
七
年
)、
大
山
町

『大
山
町
誌
』(
一九
八
〇
年
)

に
も
銘
文
を
収
録
し
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
若
干
の
誤
字

・
脱
字
が
あ
る
。

厨
子
の
製
作
技
法
に
関
し
て
は
、
各
研
究
者
と
も
が
鋳
造
鉄
製
で
あ
る
と

の
共

通
し
た
認
識
に
あ
る
が
、
鉄
製
銘
板

の
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
見
解
を
異
に
し
て

い
る
。
沼
田
頼
輔
氏
は
前
掲
書
で
、
銘
文
は
鉄
板
に
刻
ん
だ
も

の
、
す
な
わ
ち
陰

刻
で
あ
る
と
す
る
。
籠
村
氏
は
厨
子
紹
介
文

の
中
で
、
銘
文
は
陽
鋳
し
た
も
の
で

　ヨ

　

あ
る
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
香
取
秀
真
氏
は

「
…
…
鍛

へ
た
る
薄
き
鉄
板
に
、
方
六
分
乃
至
八
分
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大
の
文
字
を
錘
に
て
陰
刻
し
、
其
の
刻
さ
れ
た
文
字
の
底
は
平
ら
に
浅
く
凹
く
な

っ

て
居
る
。

こ
の
刻
字
は
、
製
作
当
初
か
ら
か
く
の
如
き
も

の
で
は
な
く
て
、
文
字

は
銀
象
嵌

で
あ

っ
た
ろ
う
と
は
柴
田
常
恵
君
の
説
で
あ
る
。
當
に
信
捺
す
べ
き
所

見
で
あ
る
と
思
う
。
或
は
子
細
に
検
分
す
る
な
ら
ば
、
銀
片
が
凹
所
に
焼
け
残

っ

て
居
る
か
も
知
れ
な

い
。
も
し
こ
れ
が
銀
象
嵌
で
あ
る
な
ら
ば
平
象
嵌
と
い
う
べ

(
4
)

き
で
あ
る
」
と
柴
田
氏
の
所
見
を
引
用
し

つ
つ
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
自

ら
が
金
工
の
技
術
者
で
あ
り
研
究
者
で
あ
る
氏
な
ら
で
は
の
卓
見
で
あ
る
。

奈
良
国
立
博
物
館
の
前
掲
書
で
は
「
…
…
銘
文
は
整
然
と
し
た
楷
書
の
文
字
が
陰

刻
さ
れ
、
鍍
銀
を
施
し
た
痕
跡
も
み
ら
れ
る
。
…
…
」
と
陰
刻
の
見
解
を
と
る
。

東
京
芸
術
大
学
中
野
政
樹
氏
は
、

一
九
八
二
年
、
銘
文
は
銀
の
平
象
嵌
の
可
能

性
が
強

い
と
の
見
解
を
筆
者
に
示
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
銘
板
製
作
技
法
に

つ
い
て
は
、
陰
刻
説
、
陽
鋳
説
、
象
嵌
説

の
三
者
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は

一
九
七
八
年
、
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
に
金
象
嵌
銘
文
を
発
見
、

銘
文
表
出

等
の
作
業
や
調
査
、
研
究
を
通
じ
て
象
嵌
技
法
に
興
味
を
抱
い
て
き
た

が
、

一
九
八
二
年
、
京
都
市
法
住
寺
殿
跡
出
土
の
平
安
時
代
鉄
製
鍬
形
に
雲
竜
文

象
嵌
を
発
見
、
文
様
表
出
と
と
も
に
科
学
分
析
を
行

っ
て
そ
の
技
法
を
明
ら
か
に

(
5

)
(
6
)

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
契
起
に
、
平
安
時
代
象
嵌
遺
品

の
調
査
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
六
件

=

例
を
数
え
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

一
連
の
研
究
対
象

と
し
て
、
中
野
政
樹
氏
指
摘
の
大
山
寺
厨
子
銘
板
を
調
査
し
た

い
思
い
を
抱
い
て

い
た
と
こ
ろ
、

一
九
八
〇
年
春
そ
の
機
会
を
得
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
検
討
し
て
銘
板
製
作
技
法
を
考
察
し
、

平
安
時
代
象
嵌
遺
品
と
そ
の
製
作
者
に

つ
い
て
も
若
干
ふ
れ
て
み
た
い
。

二

厨
子
と
銘
板
の
概
要

あ
わ
せ

厨
子
は
、
複
弁
八
葉
の
反
花
形
の
台
部
、
上

・
下
端
及
び
そ
の
間
に
三
本
、
計

五
本
の
凸
帯
を
周
ら
せ
、
上
部
円
窓
に
地
蔵
菩
薩
の
種
子
を
陽
鋳
し
た
円
筒
形
の

身
部
、
頂
部
に
火
焔
宝
珠
の
つ
く
笠
形
の
蓋
部
、
こ
れ
ら
三
部
を
別
鋳
し
て
重
ね

合
わ
せ
て
い
る

(挿
図

一
)。総
高
七
四
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
台
部
直
径
七
〇

.

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
台
部
高
六

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
身
部
直
径
四
二

.
○

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
身
部
高
五
八

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
蓋
部
直
径
四
七

・
○挿図一 鉄製厨子
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セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
蓋
部
高

一
〇

・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
身
部
に
あ
る

三
段
の
孔
は
銘
板
を
取
り
付
け
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

今
は
接
合
復
原
さ
れ
て
い
る
が
、

一
〇
数
片
に
破
損
し
た
状
況
は
、
消
火
水
を

直
接
被

っ
た
こ
と
に
よ
る
急
激
な
冷
却
に
よ

っ
て
弾
け
る
様
に
損
壊
し
た
こ
と
を

思
わ
せ
る
。
又
、
表
面
に
は
火
災
に
曝
さ
れ
た
場
合
に
特
有
の
赤
紫
色
の
錆
が
見

ら
れ
る
。

銘
板
は
か

っ
て
四
枚
で
あ

っ
た
こ
と

は
諸
研
究
の
通
り
で
あ
る
が
、
現
在
、
第

一
枚
目
、
第
三
枚
目
、
第
四
枚
目
が
存

し
、
第
二
枚
目
を
欠
失
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
の
順
位
に
従

い
、
第

一
銘
板
、

第
三
銘
板
、
第
四
銘
板
と
呼
称
す
る

(
図

版

一
)
。

第

一
銘
板
は
右
下
方
が
大
き
く
後
方

に
折
れ
曲
り
、
上
端
は
波
打

つ
様
に
変
形

し
て
い
る
。
他
の
部
分
は
厨
子
身
部
の
外
形
に
沿

っ
た
蛮
曲

を
み
せ
る
。
縦
三
五

・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
〇

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
○

・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
計
る
。
第
三
銘
板
は
、
左
側
上
方

及
び
下
方
が
大
き
く
後
方
に
く
の
字
形

に
折
れ
曲
り
変
形
し
て
い
る
。
他
の
部
分

は
厨
子
身
部
の
外
周
に
沿

っ
た
蛮
曲
を

み
せ
て
い
る
。
縦
三
五

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
八

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
○

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
第
四
銘
板
は
左
上
端
と
右
下
端
が
後
方

に
大
き
く
曲
が
り
、
全
体
が
捻
れ
る
様
に
変
形
し
て
い
る
。
他
部
分
も
厨
子
身
部

の
外
周
よ
り
も
強
く
蛮
曲
し
て
い
る
。
縦
三
五

・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
八

・

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
○

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。

こ
れ
ら
の
計
測
値
か
ら
銘
板
は
、
厚
さ
○

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
三
五

・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
を
銘
文
の
長
さ

(行
数
)
に
よ

っ
て
横
幅
を
増
減
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第

一
・
四
銘
板
は
七
行
で
二
〇

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

第
三
銘
板
は
六
行
で

一
八

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
各
々
実
寸
幅
に
規
格
性
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
九

一
字
を
六
行
に
割
か

っ
て
い
る
第
二
銘
板
は
横

一
八

・
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
も

の
と
推
測
し
得
る
。

三
度
に
わ
た
る
火
災
に
よ

っ
て
銘
板
も
ま
た
、
大
き
く
変
形
し
、
熱
と
錆
に
よ

る
破
損
が
著
し
い
。
火
災
特
有

の
赤
紫
色
、
赤
褐
色
の
錆
が
生
じ
、
表
面
に
は
黒

い
煤
が
こ
び
り

つ
い
て
い
る
。
特
に
第

一
銘
板
は
ほ
ぼ
全
面
に
黒
い
煤
が
焼
付
け

ら
れ
た
如
く
に
艶
の
あ
る
表
層
を
作

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
三

・
四
銘
板
は
黒

い
煤
が
粉

っ
ぽ
く
付
着
し
て
い
る
。
錆
の
著
し
く
進
ん
で
い
る
部
分
で
は
厚
さ
○

・

五
～

一
・
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
層
状
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
厚
さ
は
文
字
の
深

さ
に
等
し
く
、
剥
離
は
す
な
わ
ち
文
字
の
滅
失
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
第

一
銘
板
は
肉
眼
と
採
拓
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
全
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

第
三

・
四
銘
板
は
肉
眼
と
採
拓
に
よ
っ
て
も
七
割
程
度
の
文
字
し
か
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
な
い

(
挿
図
二
)。

三
枚
の
銘
板
に
は
、
上
方
と
中
位
の
左
右
に
計
四
個
の
直
径
○

・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
孔
が
あ
る
。

一
部
の
文
字
を
穿

っ
て
お
り
、
文
字
を
入
れ
て
後
の
穿
孔
で

あ
る
。

一
方
、
厨
子
の
身
部
に
あ
る
三
段
の
孔
の
う
ち
上
二
段
の
孔
は
銘
板
を
取

り
付
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
下
段
の
孔
は
い
ず
れ
の
用
途
か
不
明
で
あ
る
。

厨
子
の
身
部

の
周
囲
は
約

=
一=

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
銘
板
四
枚
の
横
幅
合
計
は

約
八
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
身
部
の
約
五
分
の
三
に
銘
板
が
周

っ
て
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い
た
こ
と
に
な
る
。

銘
文
文
字
は
筆
書
き
に
よ
る
線
太
の
堂

々
た
る
楷
書
体
で
、
各
字
は
縦

一
・
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
桝
目
に
お
さ
ま
り
整
然
と
並

ぶ
様
は
綿
密
に
割
り
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
現
状
観
察
で
は
、

文
字
の
底
は
銘
板
表
面
か
ら
○

・
五
～

一
・
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
藝
彫
り

の
陰
刻
文
字
を
思
わ
せ
る
が
、
中
に
は
銘
板
表
面
と
文
字
表
面
に
段
差
の
な
い
も

の
も
見
ら
れ
る
た
め
に
銘
文
技
法
に

つ
い
て
の
論
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

な
お
、
厨
子
と
と
も
に
現
存
す
る
地
蔵
菩
薩
頭
部
は
鋳
鉄
製
と
い
わ
れ
、
銘
文

に
い
う
金
銅
地
蔵
尊
容
と
は
材
質
が
く
い
違
う
。
又
、
銘
文
通
り
三
尺
の
地
蔵
尊

容
で
あ
る
と
す
る
と
本
厨
子
内
に
は
収
納
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

三

銘
板
の
科
学
的
調
査
と
分
析

銘
文
技
法
の
解
明
を
目
的
と
し
て
、
文
字
細
部

の
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
、

の
X
線
写
真
撮
影
、
文
字
の
蛍
光
X
線
分
析
を
行

っ
た
。

日

実
体
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

銘
板

前
述
の
如
く
銘
板
は
三
度
に
わ
た
る
火
災
の
た
め
錆
が
進
ん
で
表
層
剥
離
し
、

陰
刻
様
の
多
数

の
文
字
が
損
傷
す
る
と
と
も
に
黒
い
煤
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
実
体
顕
微
鏡
で
二
〇
～
六
〇
倍
に
拡
大
し
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
文
字
は
複
雑

な
技
法
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
字
の
輪
郭
は
断
面
V
字
形

の

難
墾

、
、
吻

はつ

挿図三 文字拡大写真 深い輪郭 溝 と浅い削 りの見え る文字(一 一・第一銘板第一行 目「州」、二 ・第
一 銘板 第三行 目「安」

、三 ・第一銘板第七行 目「一一」、四 ・第三銘板第六行 目

第九 字 「之 」)、象嵌銅板の一部残 る文字(五 ・第三銘板第三行 目「干 」)、象

嵌銅板 の完全に残 る文字(六 ・第四銘板第一行 目「僧 」)
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は

つ

深

い
溝
に
よ

っ
て
縁
ど
ら
れ
、
こ
の
内
側
は
浅
く
削
ら
れ
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ

た
。
こ
れ
を
断
面
で
見
る
な
ら
ば
、
文
字
線
画
の
両
側
に
深
い
V
字
形
溝
が
あ
り
、

こ
の
溝
間
が
浅
く
削
ら
れ
て
い
る
。
単
な

る
陰
刻
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
字
底
面
よ

り
も
さ
ら
に
深
く
縁
ど
り
す
る
必
要
は
な

い
の
で
あ
る

(挿
図
三
)
。

こ
れ
に
対
し
、
第
四
銘
板
第

一
行
目

「
延
暦
寺
僧
西
上
」、

第
二
行
目

「
紀
成

盛
」、

第
五
行
目

「法
師
湛
秀
」
、

第
六
行
目

「
大
法
師
基
俊
」
は
黒
い
煤
の
下

に
わ
ず
か
に
銅
色
の
文
字
と
し
て
見
え
て

い
た
が
、
顕
微
鏡
下
で
も
鮮
か
な
銅
色

が
見
え
、
文
字
面
は
周
囲
の
銘
板
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
。
さ
ら
に
、

「暦
」
、
「西
」
な
ど
通
常

の
筆
使

い
で
の
文
字
線
画
の
続
き
方
と
は
違

っ
た
、
文

字
陰
刻
と
は
全
く
関
係
の
な
い
線
画
の
続
き
方
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

た
。

口

X
線
写
真
撮
影
に
よ
る
検
討

銘
板
の
X
線
写
真
撮
影
を
行

っ
た
結
果
、
肉
眼
及
び
拓
影
で
判
別
し
得
な
か

っ

た
文
字
も
総
て
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
フ
ィ
ル
ム
上
の
文
字
像
に
は
、

鉄
地
銘
板
よ
り
も
暗
く
写
し
出
さ
れ
た
文
字
と
、
鉄
地
よ
り
も
明
る
く
写
し
出
さ

れ
た
文
字
の
二
通
り
が
見
ら
れ
た

(図
版

二
～
四
)。

前
者

の
暗
い
文
字
像
を
拡
大
す
る
と
、
文
字
の
輪
郭
線
は
さ
ら
に
暗
い
の
が
見

え
る
。
暗
い
像
と
な
る
の
は
、
周
囲
の
鉄
地
よ
り
も
多
く
の
X
線
を
透
過
す
る
た

め
で
、
鉄
地
板
が
薄
く
な

っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
ら
暗
い
文
字
は
、
肉
眼

で
陰
刻
様
に
見
え
た
文
字
で
あ
り
、
顕
微

鏡
観
察
で
は
文
字
輪
郭
が
深
い
溝
で
画

さ
れ
内
部
が
浅
く
削
ら
れ
て
い
た
文
字
で
あ
る
。

後
者
の
明
る
い
文
字
像
を
拡
大
す
る
と
、
文
字
の
輪
郭
線
は
さ
ら
に
明
る
い
線

に
な

っ
て
い
る
。
明
る
い
像
に
な
る
の
は
、
周
囲
の
鉄
地
に
比
べ
少
量
の
X
線
し

か
透
過
し
な
い
、
す
な
わ
ち
周
囲
の
鉄
地
よ
り
も
厚
く
な

っ
て
い
る
か
、
鉄
よ
り

も
質
量
の
大
き
い
金
属
が
重
ね
ら
れ
た
り
嵌
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ

ら
明
る
い
文
字
は
肉
眼
及
び
顕
微
鏡
観
察
で
は
、
煤
の
下
に
銅
色
部
分
の
あ
る
、

銘
板
鉄
地
と
同

一
平
面
に
あ
る
文
字
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
銘
板
の
場
合
は

鉄
地
よ
り
も
質
量
の
大
き

い
金
属
の
嵌
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
る

い
部
分
、
暗
い
部
分

の
二
者
が
混
在
し
た
文
字
像
が
あ
る
。
第

一
銘
板
第

一
行
目

「盛
」
、
「
記
」、
第
二
行
目

「言
」
、

第
三
銘
板
第
四
行
目

「
霊

験
」
、
「
誇
」
、第
六
行
目

「
栄
」、
第
四
銘
板
第
四
行
目

「
誇
謹
第
五
行
目

「西
明
」、

第
六
行
目

「南
光
」、

第
七
行
目

「
門
」、
「
俊
操
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
字

を
再
び
顕
微
鏡
で
拡
大
観
察
す
る
と
、
明
る
い
部
分
に
は
銅
色
の
小
塊
、
す
な
わ

ち
、
銅
ら
し
き
も

の
が
熱
熔
解
し
て
水
滴
状
の
粒
と
な
り
、
冷
え
固

っ
て
付
着
し

て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。
暗
い
部
分
は
陰
刻
様
の
部
分
で
あ
る
。

文
字
像
の
輪
郭
線
は
拡
大
観
察
す
る
と
模
形
の
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
る
。
霊
の
は
こ
び
を
示
し
て
い
る
。

日

蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
材
質
の
分
析

蛍
光
X
線
分
析
は
第
四
銘
板
の
う
ち
、

の
材
質
を
知
る
た
め
に
行

っ
た
。

銅
色
の
見
え
る
数
文
字
を
対
象
に
、
そ
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第
四
銘
板
第

一
行
目

「僧
」

の
分
析
で
は
、
多
量
の
鉄

・
銅
と
少
量
の
銀
を
検

出
し
た

(挿
図
四
)。
「僧
」
は
肉
眼
で
最
も
鮮
明
に
銅
色
に
見
え
る
文
字
で
あ
り
、

X
線
写
真
で
は
、
周
囲
よ
り
も
明
る
い
文
字
像
と
し
て
写
し
出
さ
れ
、
鉄
よ
り
質

量
の
大
き
い
金
属
の
嵌
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
た
文
字
で
あ
る
。
分
析
結

果
は
推
定
ど
お
り
に
、
銅
の
嵌
入
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
鉄
は
銘
板
鉄
地

を
示
し
、
少
量
検
出
の
銀
は
、
銅
又
は
鉄
に
含
有
さ
れ
る
微
量
成
分
で
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
銀
鍍
金
を
示
す
も
の
か
断
定
は
で
き
な
い
。
そ
の
他
数
文
字
の
分
析
で

も
同
じ
結
果
を
得
た
。

以
上
の
科
学
的
分
析

・
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
ー
を
総
合
す
る
と
、
次
の

銘
文
技
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
鍛
造
鉄
地
板
に
銘
文
を
墨
書
し
て
文
字
輪
郭

を
霊
彫
り
し
、
内
部
を
浅
く
削
る
。

一
方
、
こ
れ
と
同
形
同
大
の
文
字
を
銅
板
か

ら
切
り
抜
き
、
鉄
地
板
の
錘
彫
り
文
字
に
嵌
め
込
み
金
鎚
で
た
た
い
て
固
定
、
鎗

・

砥
石
で
研
磨
仕
上
げ
す
る
。
正
に
鉄
地
銅
象
嵌
技
法
に
よ
る
平
象
嵌
で
あ
る
。

四

平
安
時
代
象
嵌
遺
品
と
そ
の
製
作
工
人

平
安
時
代
象
嵌
遺
品
は
、
大
山
寺
厨
子
銘
板
を
加
え
て
七
件

一
二
例
が
知
ら
れ

(
7
)

る
こ
と
と
な

っ
た
。
岩
手
県
平
泉
町
中
尊
寺

の
宝
相
華
文
厨
子
檀
、
長
野
市
清
水

寺
の
雲
竜
文
鍬
形
、
三
重
県
鳥
羽
市
神
島
八
代
神
社
の
獅
噛
文
鍬
形
、
京
都
市
法

住
寺
殿
跡
出
土
の
雲
竜
文
鍬
形
と
飛
鶴
文
鏡
板
付
轡
、
京
都
府
宇
治
市
平
等
院
阿

弥
陀
堂

(
鳳
風
堂
)
の
宝
相
華
文
扉
留
め
金
具
四
点
、
奈
良
市
手
向
山
神
社
の
宝
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相
華
文
壷
鐙
二
点
、
そ
し
て
本
稿
で
と
り

上
げ
た
大
山
寺
厨
子
銘
板
で
あ
る
。

中
尊
寺
厨
子
檀
は
木
製
厨
子
檀
の
表
面

に
銅
板
を
葺
き
、
こ
の
銅
板
に
銀
の
宝

相
華
文
を
平
象
嵌
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
例
と
は
材
質
を
異
に
す
る
。
中
尊
寺
の

工
芸
品

・
建
築
の
多
く
が
、
当
時
の
政
治

・
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
の
秀
れ
た

工
人
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
、
は
る
ば
る
平
泉
に
運
ば
れ
た
、
あ
る
い
は
工
人
が
平

泉
ま
で
出
む
き
製
作
し
た
と

い
わ
れ
、
厨

子
檀
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
平
安
時

代
後
期

の
優
れ
た
都
の
作
品
で
あ
る
。

法
住
寺
殿
跡
鍬
形
は

一
枚
造
り
の
鉄
地
に
金
色
の
竜

・
銀
色
の
雲
が
描
か
れ
て

い
る
。
X
線
写
真
撮
影
、
X
線

マ
イ
ク

ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
分
析
に
よ

っ
て
鉄
地
銅

象
嵌

・
金
銀
鍍
金
に
よ
る
も

の
で
あ
る

こ
と
が
確
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
伴
出
し
た

飛
鶴
文
鏡
板
付
轡
に
つ
い
て
は
X
線
写
真
撮
影
の
み
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

比
較
検
討
か
ら
同
じ
技
法
に
よ
る
も

の
と
し
て
大
過
な
い
。
こ
の
二
点
を
含
む
五

個
体
分
に
及
ぶ
甲
胃
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
担
当
者
は
、
木
曽
義
仲
と
後
白
河
法

皇
が
相
戦

っ
た
法
住
寺
合
戦
の
院
側
戦
死
者
の
使
用
し
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て

(
8

)

い
る
。
ち
な
み
に
法
住
寺
合
戦
は
寿
永

二
年

(
=

八
三
)
の
出
来
事
で
あ
る
。

平
等
院
阿
弥
陀
堂
に
は
正
面
の
上
品
上
生
図
扉
お
よ
び
北
側
の
中
品
上
生
図
扉

に
創
建
当
初
の
扉
留
め
金
具
四
点
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
環
取
付
け
部
分
と
座
金
に

金
鍍
金
の
施
さ
れ
た
法
相
華
文
と
唐
草
文
が
あ
る
。
鍍
金
の
磨
滅
部
分
は
銅
色
を

呈
し
、
さ
ら
に
剥
離
部
分
に
は
深
く
鋭

い
輪
郭
線
と
そ
の
内
側
の
浅
い
削
り
が
あ

り
、
鉄
地
銅
象
嵌

・
金
鍍
金
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
平
等
院
阿
弥
陀
堂
の

建
立
は
天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)
で
あ
る

。

清
水
寺
鍬
形
と
八
代
神
社
鍬
形
は
と
も
に
台
部
と
角
部
が
別
作
り
笠
鋲
留
め
の

形
式
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
文
様
に
は
金
鍍
金
が
施
さ
れ
、
こ
の
磨
滅
部
に
は
銅
色

が
見
え
、
剥
離
部
分
に
は
深
い
溝
の
輪
郭
と
浅
い
削
り
が
あ
る
。
こ
れ
も
明
確
に

鉄
地
銅
象
嵌

・
金
鍍
金
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
台
と
角
が
別
造
り
、
竜
と

獅
噛
の
文
様
に
簡
略
化
著
し
く
平
安
時
代
も
末
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

手
向
山
神
社
壷
鐙
も
、
金
鍍
金
の
磨
滅
部
分
に
見
え
る
銅
板
、
剥
離
部
分
に
見

え
る
輪
郭
線
と
削
り
、
い
ず
れ
も
鉄
地
銅
象
嵌

・
金
鍍
金
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

複
雑
繊
細
な
法
相
華
文
や
鐙
の
形
式
か
ら
平
安
時
代
後
半
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。

大
山
寺
厨
子
銘
板
も
い
う
ま
で
も
な
く
鉄
地
銅
象
嵌
で
、
他
の
諸
例
か
ら
、
象

嵌
文
字
に
は
金
又
は
銀
の
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
し
得
る
。
承
安
三

年

(
=

七
三
)
の
作
品
で
あ
る
。

こ
う
し
て
平
安
時
代
象
嵌
遺
品
七
件

一
二
例
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
製
作
技
法

・

製
作
年
代

・
製
作
地
に
共
通
性
が
あ
り
、
平
安
時
代
象
嵌
の
実
態
が
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
見
え
て
く
る
。

中
尊
寺
厨
子
檀
は
銅
地
銀
象
嵌
、
他
は
鉄
地
銅
象
嵌

・
金
銀
鍍
金
、
材
質
に
差

異
は
あ
る
も
の
の
複
雑
繊
細
な
技
法
で
あ
る
平
象
嵌
に
よ
る
点
共
通
す
る
。
製
作

年
の
明
ら
か
な
遺
品
で
は
平
等
院
阿
弥
陀
堂
扉
留
め
金
具
の

一
〇
五
三
年
が
特
に

早
い
例
で
あ
る
が
、
大
山
寺
厨
子
銘
板
の

=

七
三
年
、
法
住
寺
殿
鍬
形

・
轡
の

=

八
三
年
以
前
、
中
尊
寺
厨
子
檀

・
手
向
山
神
社
壷
鐙

・
清
水
寺
鍬
形

・
八
代

神
社
鍬
形

の

一
二
世
紀
代
、
と

一
二
世
紀
代
に
集
中
的
に
製
作
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
そ
し
て
、
製
作
地
は
平
等
院
阿
弥
陀
堂
扉
留
め
金
具
、
大
山
寺
厨
子
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銘
板
、
法
住
寺
殿
跡
鍬
形

・
轡
、
中
尊
寺
厨
子
檀
は
明
ら
か
に
京
都
及
び
そ
の
近

郊
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
を
考
え
る
な
ら
ば
、
手
向
山
神
社
壷
鐙
、
清
水
寺
鍬
形
、

八
代
神
社
鍬
形
も
同
じ
く
京
都
で
製
作
さ
れ
、
各
所
に
奉
納
さ
れ
た
可
能
性
が
強

い
。さ

ら
に
大
山
寺
厨
子
銘
板
は
製
作
者
を
具
体
的
に
語
る
資
料
と
し
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
像
及
び
厨
子
を
鋳
造
す
る
に
延
暦
寺
僧
西
上
が
任
に
あ
た

っ

た
と
銘
板
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
寺
院
延
暦
寺
と
も
な
る
と
、
堂

塔
伽
藍
の
建
立

・
維
持

・
修
理
、
仏
像

・
装
厳
具

・
生
活
用
品
な
ど
の
製
作
を
独

自
の
各
種
工
房
で
行
な

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
上
は
こ
う
し
た
工
房
の

う
ち
金
属
工
芸
関
係
の
工
房
頭
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
延
暦
寺
は
言
う

ま
で
も
な
く
京
都
の
東
、
比
叡
山
に
あ
り
、
都
の
文
化
と
は
不
離
の
関
係
に
あ
る
。

し
た
が

っ
て
鋳
造
や
鍛
造
、
彫
金
ば
か
り
で
な
く
、
本
銘
板
の
如
く
平
象
嵌
の
技

法
を
も
修
得
し
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
、
象
嵌
工
あ
る
い
は
象
嵌
師
の
名
は
末
だ
出
現
し

な
い
。
経
筒
製
作
工
人
、
梵
鐘
製
作
工
人
と
し
て

「
鋳
造
僧
栄
尊
」
(山
梨
県
柏
尾

山
2
号
経
塚
)、
「鋳
物
師
僧
實
恵
」(
鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
隅
町
出
土
経
塚
)、
「
細

工
清
原
為
正
」
(出
土
地
不
明
経
筒
)、
「
鋳
造
匠
多
治
比
頼
友
等
」

(神
戸
市
徳
照

寺
梵
鐘
)
な
ど
の
名
を
見
る
と
、
金
工

の
細
分
、
専
門
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

窮
わ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ

の
金
名
文

・
文
書
に
も
象
嵌
工
人
の
名
は

見
え
な
い
。
細
工

・
彫
師
等
と
呼
ば
れ
る
工
人
が
象
嵌
を
行

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
象
嵌
工
が
自
立
し
専
業
化
す
る
に
は
、
鍾

・
刀
剣
に
象
嵌
装
飾
が
盛
行
す

る
、
次
の
中
世
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

付
記

本
調
査
研
究
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
大
山
寺
清
水
豪
映
師
に
は
銘
板
調

査
の
承
諾
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
奈
良
国
立
博
物

館
井
口
喜
晴
氏

・
前
島
己
基
氏
に
は
多
大
の
ご
教
示
と
ご
便
宜
を
、
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
澤
田
正
昭
氏

・
肥
塚
隆
保
氏
に
は
科
学
分
析
に
つ
い

て
ご
協
力
を
、
東
京
芸
術
大
学
田
中
勇
氏
、
中
野
政
樹
氏
に
は
象
嵌
技
法

に
つ
い
て
の
ご
教
示
を
、
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註
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「
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銘
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「
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史
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日
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史
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要
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雲
龍
文
象
嵌

鍬
形
の
保
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処
理

・
材
質
分

析
と
そ
の
製
作
技
法
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い
て
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(
古
代
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会
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法
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寺
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跡

』
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四
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)

(
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)
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野
政
樹
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雲
龍
文
鍬
形
の
象
嵌
技
法

に
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て
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(古

代
学
協

会

『法
住
寺
殿
跡
』

一
九
八

四
年
)

(
7
)

平
安
時
代
象
嵌
遺
品

に
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い
て
は
近
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発
表
を
予
定

し
て

い
る
。

(
8
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片
岡
肇

・
植
山
茂

「
平
安
時
代

の
甲
胃

・
武
具
を
出

土
し
た
土
墳

l

W

一
〇
土

壊

ー

(
古
代
学
協
会

『
法
住
寺
殿
跡

』

一
九
八
四
年

)
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